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提 案 理 由 

  ロシアのウクライナへの軍事侵攻は、国の主権を侵す明白な侵略であり、国際社会の平

和と安全を著しく損なう暴挙を断じて容認することはできないため。  



ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議する決議（案） 

 

 

ロシアのプーチン政権によるウクライナへの軍事侵攻は、国の主権を侵す明白な侵略であ

り、国際社会の平和と安全を著しく損なう暴挙を断じて容認することはできない。 

よって、四国中央市議会は、今回の侵略に断固として抗議する。 
また、日本政府においては、国際社会と連携し、あらゆる外交手段を駆使して、ロシア軍

の即時撤退と速やかな平和の実現を求めるとともに、今後、同様の武力による侵攻をさせな

いよう、全力を尽くされることを強く要請する。 

以上、決議する。 

 

 

令和４年３月８日 

 

四国中央市議会       


